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宮城県と東日本電信電話株式会社が 

スマート陸上養殖の普及に関する連携協定を締結 

 

 

宮城県（宮城県知事：村井嘉浩）と東日本電信電話株式会社（執行役員宮城事業部長：須藤博

史、以下NTT東日本）は、海洋環境の変化に伴う漁獲量の減少や養殖生産の不安定化等、「水産

業」に関する地域課題解決を図り、先進的技術を活用した陸上養殖技術の普及による持続可能な水

産業の発展に向けた取り組みをより一層強化することを目的に、2025年 1月 21日付でスマート

陸上養殖の普及に関する協定※図1を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．目的と背景 

  本協定は、宮城県とNTT 東日本が緊密な相互連携と協働による活動を推進することにより、先

進的技術を活用した陸上養殖技術の開発・普及による水産物の安定的かつ効率的な生産による持

続可能な水産業の発展を図ることを目的とするものです。 

 

２．連携事項 

  宮城県およびNTT東日本は上記目的を達成するため、次の事項について連携し、協力する。 

（１）陸上養殖および関連事業のＩＣＴ利活用に関すること 

（２）陸上養殖施設の省エネ化、再生可能エネルギーの活用・推進に関すること 

（３）その他、スマート陸上養殖の推進に資する取り組み(別途協議のうえで適宜適切に設定） 

 

３．協定書の締結日 

  2025年 1月 21日（火） 

  



 

 

４．今後の取り組みについて 

 陸上養殖事業における省力化・省エネ化・生産効率化に資する先進的技術の検証・実装を相互

連携の上推進していきます。図 2に示す取り組みを通じて、将来的な宮城県の持続可能な水産業

の発展を目指します。 

 

<図 1>本協定の目的と連携事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図 2>連携の内容イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


